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演習問題

（答）
１．
Q1. Li3N + 3H2O → 3LiOH + NH3

M = Li; A = Li2O; B = H2

（参考）Li3Nの単位結晶格子の説明
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（答）２．(1)電子対（相当）を与えるのがLewsi base, 電子対（相当）を受け取るのが，Lewis acid. (2) CH2=CH2 Lewis base, H- Lewis 

base, AlCl3 Lewis acid
３．リチウムイオンは抗躁作用を有する．しかしながら，リチウムイオンは毒性があり（たとえば，過剰摂取により腎障害が起きたり昏睡を経て
死に至るなどの毒性をリチウム化合物は有する），治療濃度(5.5～8.6μg/mL血液)と毒性濃度 (10μg/mL血液で中毒症状，24μg/mL血液で生命の危
険)の差があまりない．そのため，副作用を防止するためには，血中濃度を急激に上げないようにすることが必要となる．そこで，難溶性の塩（常
温で1g/90mL）として炭酸リチウムが選ばれた．現在では，リチウムの炭酸塩，酢酸塩，クエン酸塩，硫酸塩が躁病治療薬として認められている．
なお，副作用は，リチウムがナトリウムやカリウムなどの陽イオンと置換して，機能障害を生じるものと考えられている．投与する際は，常に血
中濃度をモニタリングしながら投与する方法がとられる．

４．(a) 結果：溶液が青色を呈した．理由；金属カリウムから放出された自由電子がアンモニア溶媒和されたため
(b) 2 K + 2 NH3 → 2 KNH2 + H2 (c) 結果：金属カリウムが回収された．理由：金属カリウムが液体アンモニアに溶ける過程は平衡反応である．

よって，分解が起こらないという条件下では，カリウムが回収される．
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（答）５．a×多くの酸素原子があるので，溶ける b.〇 c.[ Ar]3d104s1 d. ×たとえば，Li2CO3は加熱により，Li2Oと

CO2に分解する．

６．(1) MgCO3 + 2H3O+ → Mg2+ + CO2 + 3H2O (3)

Mg(OH)2 + 2H3O
+ → Mg2+ + 4H2O

(2) （ア）Mg2+（イ）Mg(HCO3)2

(4)
すなわち，塩基として，酸を中和していっても，水酸化アルミニウムゲルはhexaaquaaluminum (III)にまでしかならない．また，酸濃度が減
少した場合には，上記平衡式は，左に移動する．ここで，hexaaquaaluminum (III)の酸としてのpKaが4.85であることから，このｐH付近で，
緩衝作用は最大となる．すなわち，酸を中和していった場合，胃内のpHは5付近で収まることになる．また，free HClを中和した際の胃内の
pHは３．５であるので，水酸化アルミニウムゲルは胃内のpHを３．５～５の範囲に調整でき，また，ゲル状で胃壁を保護するため，理想的
な制酸剤と言われている．
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（答）７．
(1) B2H6 + 6H2O → 2B(OH)3 + 6H2

(2) 教科書p.44 図7.1

(3)中心のＨを含むB-H-B結合は，三中心に電子結合であり，その結合は弱く，結合長は，通常のB-H間の結合長よりも長く
なる．

８．
問１． 1) < 2) >

問２．B2H6 + 3O2 → B2O3 + 3H2O


